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設立年（西暦）   2015 年 

助成活動名 親への支援強化で子どもの苦境打破 

助成額  800,000 円 

活動内容 

目的 

設立から 10 年 当初は子どもの空腹を満たし、宿題を教える活動を中心に行っ
てきたが、親の生活態度が子どもに深刻な影響を与えていることがわかってき
た。調理や掃除、入浴、登校時の身支度、準備など、どれをとっても親が十分
なサポートができていない。そこで本年は親にも来てもらい、調理を一緒にや
ったり、掃除、時には風呂掃除をして入浴（洗髪の手順なども指導）、また高校
生年齢の上の子たちにも生活のスキルを教える支援に重点をおいて行った。 
親、兄姉のサポートにより、不登校に陥る要因を除去していくことを目的とし
た。 
 

内容 

調理・掃除・学習支援を親、兄姉と共に行った。 
この兄姉もアルバイトは長続きしない。漢字が読めず、計算もできず、コミュ
ニケーションを円滑にする語彙力が圧倒的に不足している。トラブルが起こっ
た際の現状把握、当事者の感情に共感することなど、ほぼ総括的な生きていく
スキルを育む試みを行った。 
 

当初の
計画か
らの変
更点 

親を対象とすればよいと考えていたが、実際に小学生年齢の弟妹の面倒をみてい
るのは高校生年齢（高校には通っていない）の兄姉であることがわかったので、
またその子らは小学時代には子どもの家の利用者であったので、下の子の面倒を
みる「アルバイト」をいう位置づけとした。 
 

成果 

わずかでも労働の対価として謝金を受け取り、それを親に渡し、あるいは弟妹
にお菓子を買い与えることができたことで、兄姉に自尊心が芽生えた。家の中
でケンカが減ったという話をしてくれた。「この子たちは怒号のなかでご飯を食
べている。せめて相手を思いやす言葉で会話する大人がいることを教えてやっ
てほしい」と言われた地元の中学校長の言葉が思い出される。自分が守られる
安心できる環境の中でこそ、学校へ行き、勉強することが強く実感された。 
 

今後の課題と対
応策 

本当に荒れている家庭の子は子どもの家に来ることも禁じられているので、その壁を乗り
越えたい。 
 
 
 
 



写真の提出 

担当者の都合により、写真を添付することができません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


